
XBRLデータの作成に当たっての注意事項 平成20年8月1日

対象とするEDINETタクソノミ ： 2008-02-01版

　　※本注意事項は随時更新されますので、XBRLデータを作成する際には常に最新の情報をご確認いただけますようお願いします。

NO 公開日 業種等 対象 分類
現状のEDINETタクソノミの設定

によった場合の問題点
実現されるべき結果 XBRLデータ作成時の対処方法 今後のEDINETタクソノミ等の改修予定

1 平成20年7月23日 全業種

連結キャッシュ･フ
ロー計算書
中間連結キャッシュ･
フロー計算書
四半期連結キャッ
シュ･フロー計算書

B群勘定科目

キャッシュ･フロー計算書において、
「子会社の自己株式の取得による支
出」の項目が投資活動の区分にはある
が、同様の項目が財務活動の区分には
ない。

財務活動の区分において同様の項目を
表示する場合には、当該項目が必要と
なる。

財務活動の区分に係る項目をタクソノミに追加し、表示リンク、計
算リンクおよび定義リンクに設定し、使用してください。

開示実績を勘案した上で、当該項目を一般商工業のB群勘定科
目として追加することを検討します。

2 平成20年7月23日 全業種

貸借対照表
連結貸借対照表
中間貸借対照表
中間連結貸借対照表
四半期貸借対照表
四半期連結貸借対照表

B群勘定科目
貸借対照表において、「支払手形及び
営業未払金」はあるが「受取手形及び
営業未収入金」がない。

「受取手形及び営業未収入金」を表示
する場合には、当該項目が必要とな
る。

当該項目をタクソノミに追加し、表示リンク、計算リンクおよび定
義リンクに設定し、使用してください。

開示実績を勘案した上で、当該項目を一般商工業のB群勘定科
目として追加することを検討します。

3 平成20年7月23日 全業種

損益計算書
連結損益計算書
中間損益計算書
中間連結損益計算書
四半期損益計算書
四半期連結損益計算書

B群勘定科目
損益計算書において、販売費及び一般
管理費の区分に「リース料」がない。

「リース料」を表示する場合には、当
該項目が必要となる。

当該項目をタクソノミに追加し、表示リンク、計算リンクおよび定
義リンクに設定し、使用してください。

開示実績を勘案した上で、当該項目を一般商工業のB群勘定科
目として追加することを検討します。

4 平成20年7月30日 全業種

中間損益計算書
中間連結損益計算書
四半期損益計算書
四半期連結損益計算書

－

当該報告対象期間にかかる「法人税、
住民税及び事業税」及び「法人税等調
整額」を一括して記載する場合に使用
する項目が不明である。

－

表示リンクおよび計算リンクに設定されている「法人税等」（合計
科目名「法人税等合計」、要素名「IncomeTaxes」）の項目を使用
することを想定しています。当該項目は、EDINETタクソノミの設定
では「法人税等合計」と表示されるため、表示リンクにおいて
preferredLabel属性の設定を削除することにより「法人税等」と表
示します。なお、表示リンクおよび計算リンクに設定されている
「法人税、住民税及び事業税」「法人税等調整額」については、金
額を入力しないことにより最終の財務諸表としては表示されません
ので、削除等により設定変更する必要はありません。

特段の変更は行わない予定です。

5 平成20年7月31日 全業種

貸借対照表
連結貸借対照表
中間貸借対照表
中間連結貸借対照表
四半期貸借対照表
四半期連結貸借対照表

－

資産について貸倒引当金を直接控除す
る場合、または有形固定資産について
減価償却累計額もしくは減損損失累計
額を直接控除する場合に使用する項目
が不明である。

－

直接控除方式に係るパターン別リンクベースファイルを選択した際
に表示リンクおよび計算リンクに設定される、末尾に「（純額）」
が付されている項目を使用することを想定しています。EDINETタク
ソノミでは総額を意味する項目と純額を意味する項目が別個に用意
されているため、直接控除方式の場合には「（純額）」が付されて
いない項目は使用しません。平成20年6月6日改正の財務諸表等規則
等の様式（http://www.fsa.go.jp/news/19/syouken/20080606-
1.html）および「よくあるご質問」（https://www.edinet-
fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合わせてご確認ください。

特段の変更は行わない予定です。

6 平成20年8月1日 全業種

損益計算書
連結損益計算書
中間損益計算書
中間連結損益計算書
四半期損益計算書
四半期連結損益計算書

－
「当期純損失」を表示する場合に使用
する項目が不明である。

－

表示リンクおよび計算リンクに設定されている「当期純利益」（負
値科目名「当期純損失（△）」、要素名「NetIncome」）の項目を
使用することを想定しています。EDINETタクソノミでは、当期純利
益と当期純損失は同一の概念として、同一の項目とされています。
当該項目は、EDINETタクソノミの設定では「当期純利益」と表示さ
れるため、表示リンクのpreferredLabel属性において負値科目名を
表示する設定をすることにより「当期純損失（△）」と表示しま
す。「勘定科目の取扱いに関するガイドライン」および「よくある
ご質問」（https://www.edinet-fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合
わせてご確認ください。なお、売上総損失、営業損失、経常損失、
税引前当期純損失も同様の取扱いとなります。

特段の変更は行わない予定です。
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7 平成20年8月1日 全業種

中間損益計算書
中間連結損益計算書
四半期損益計算書
四半期連結損益計算書

－
「四半期純利益」を表示する場合に使
用する項目が不明である。

－

表示リンクおよび計算リンクに設定されている「当期純利益」（要
素名「NetIncome」）の項目を使用することを想定しています。
EDINETタクソノミでは、当期純利益と四半期純利益は同一の概念と
して、同一の項目とされています。当該項目は、EDINETタクソノミ
の設定では「当期純利益」と表示されるため、報告書インスタンス
の文書情報の設定において四半期財務諸表用（または四半期連結財
務諸表用）の科目名を表示する設定をすることにより「四半期純利
益」と表示します。「勘定科目の取扱いに関するガイドライン」お
よび「よくあるご質問」（https://www.edinet-
fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合わせてご確認ください。なお、
税引前四半期純利益も同様の取扱いとなります。
また、中間純利益を表示する場合も同様に、「当期純利益」の項目
を使用し、中間財務諸表用（または中間連結財務諸表用）の科目名
を表示する設定をすることにより「中間純利益」と表示します。

特段の変更は行わない予定です。

8 平成20年8月1日 全業種

キャッシュ･フロー計
算書
連結キャッシュ･フ
ロー計算書
中間キャッシュ･フ
ロー計算書
中間連結キャッシュ･
フロー計算書
四半期キャッシュ･フ
ロー計算書
四半期連結キャッ
シュ･フロー計算書

－

キャッシュ･フロー計算書において「～
の増加額」または「～の減少額」を表
示する場合に使用する項目が不明であ
る。

－

「～の増減額（△は増加）」又は「～の増減額（△は減少）」の項
目を使用することを想定しています。EDINETタクソノミでは、「～
の増加額」と「～の減少額」は同一の概念として、「～の増減額
（△は増加）」又は「～の増減額（△は減少）」の項目で用意され
ています。平成20年6月6日改正の財務諸表等規則等の様式
（http://www.fsa.go.jp/news/19/syouken/20080606-1.html）を合
わせてご確認ください。

特段の変更は行わない予定です。

9 平成20年8月1日 全業種

キャッシュ･フロー計
算書
連結キャッシュ･フ
ロー計算書
中間キャッシュ･フ
ロー計算書
中間連結キャッシュ･
フロー計算書
四半期キャッシュ･フ
ロー計算書
四半期連結キャッ
シュ･フロー計算書

－

キャッシュ･フロー計算書（間接法）に
おいて「有形固定資産売却益」または
「有形固定資産売却損」を表示する場
合に使用する項目が不明である。

－

「有形固定資産売却損益（△は益）」の項目を使用することを想定
しています。EDINETタクソノミでは、キャッシュ･フロー計算書の
調整項目としての「有形固定資産売却益」と「有形固定資産売却
損」は同一の概念として、「有形固定資産売却損益（△は益）」の
項目で用意されています。平成20年6月6日改正の財務諸表等規則等
の様式（http://www.fsa.go.jp/news/19/syouken/20080606-
1.html）を合わせてご確認ください。

特段の変更は行わない予定です。

10 平成20年8月1日 全業種

損益計算書
連結損益計算書
中間損益計算書
中間連結損益計算書
四半期損益計算書
四半期連結損益計算書

－
「法人税等合計」の使用方法が不明で
ある。

－

平成20年6月6日改正の財務諸表等規則等の様式
（http://www.fsa.go.jp/news/19/syouken/20080606-1.html）にあ
るように、「法人税、住民税及び事業税」、「法人税等調整額」等
を合算した額を「法人税等合計」として表します。
なお、NO.4に記載の通り、当該報告対象期間にかかる「法人税、住
民税及び事業税」及び「法人税等調整額」を一括して記載する場合
にも当該項目を使用することを想定しています。この場合の対処方
法の詳細については、NO.4をご確認ください。
「よくあるご質問」（https://www.edinet-
fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合わせてご確認ください。

特段の変更は行わない予定です。

11 平成20年8月1日 全業種

中間キャッシュ･フ
ロー計算書
中間連結キャッシュ･
フロー計算書
四半期キャッシュ･フ
ロー計算書
四半期連結キャッ
シュ･フロー計算書

－
「現金及び現金同等物の四半期末残
高」を表示する場合に使用する項目が
不明である。

－

表示リンクおよび計算リンクに設定されている「現金及び現金同等
物の期末残高」（標準科目名「現金及び現金同等物の残高」、要素
名「CashAndCashEquivalents」）の項目を使用することを想定して
います。EDINETタクソノミでは、「現金及び現金同等物の期末残
高」と「現金及び現金同等物の四半期末残高」は同一の概念とし
て、同一の項目とされています。当該項目は、EDINETタクソノミの
設定では「現金及び現金同等物の期末残高」と表示されるため、報
告書インスタンスの文書情報の設定において四半期財務諸表用（ま
たは四半期連結財務諸表用）の科目名を表示する設定をすることに
より「現金及び現金同等物の四半期末残高」と表示します。「勘定
科目の取扱いに関するガイドライン」および「よくあるご質問」
（https://www.edinet-fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合わせてご
確認ください。
また、「現金及び現金同等物の中間期末残高」を表示する場合も同
様に、「現金及び現金同等物の期末残高」の項目を使用し、中間財
務諸表用（または中間連結財務諸表用）の科目名を表示する設定を
することにより「現金及び現金同等物の中間期末残高」と表示しま
す。

特段の変更は行わない予定です。
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12 平成20年8月1日 全業種

貸借対照表
連結貸借対照表
中間貸借対照表
中間連結貸借対照表
四半期貸借対照表
四半期連結貸借対照表

－
無形固定資産を一括して記載する場合
に使用する項目が不明である。

－

＜中間貸借対照表、四半期貸借対照表の場合＞
一括掲記方式に係るパターン別リンクベースファイルを選択した際
に表示リンクおよび計算リンクに設定される「無形固定資産」（要
素名「IntangibleAssets」）の項目を使用します。

＜その他の場合＞
表示リンクおよび計算リンクに設定されている「無形固定資産合
計」（標準科目名「無形固定資産」、要素名
「IntangibleAssets」）の項目を使用することを想定しています
（「無形固定資産、タイトル項目」（要素名
「IntangibleAssetsAbstract」）は見出し用の項目であり、使用で
きませんのでご注意ください）。「無形固定資産合計」の表示リン
クを上書きし、適当な表示位置に修正してください。また、当該項
目は、EDINETタクソノミの設定では「無形固定資産合計」と表示さ
れるため、表示リンクにおいてpreferredLabel属性の設定を削除す
ることにより「無形固定資産」と表示します。なお、表示リンクお
よび計算リンクに設定されている「無形固定資産、タイトル項目」
「のれん」「その他」等の項目については、金額を入力しないこと
により最終の財務諸表としては表示されませんので、削除等により
設定変更する必要はありません。「よくあるご質問」
（https://www.edinet-fsa.go.jp/EKW0AZ0006.html）を合わせてご
確認ください。

特段の変更は行わない予定です。
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